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i 京都町家 あじき路地：http://ajikiroji.com/ 
あじき空き家再生研究所：http://www.ajikisaisei.com/ 
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5 おわりに 
本論考では、筆者らが実施者として参加したSDSのテーマ「きかいな住まい、
京都にて。」の実施内容について事例紹介させていただきました。実施者として
の立ち位置を手探りしながら進めていった3日間はお世辞にも大成功であった
とは言い難いと筆者は思っていますが、今後行う上でのヒントを得られたので
はないかと考えております。これを今後に生かすことが出来れば、長い目で見
れば成功だと言えるのではないでしょうか？ 
6 謝辞 
SDS2015の本テーマ「きかいな住まい、京都にて。」を実施するにあたっては、
非常に多くの方々にご協力、ご助言いただき、その結果できの良し悪しを抜き
にして、ひとまず無事3日間の実施をやり切って終えることが出来ました。まず、
実行委員長の北先生をはじめとしたサマーデザインスクール実行委員会の皆様
には多大なご助言、ご協力いただきましたことを感謝いたします。また、本活動
のように、研究室をまたいだ学生同士の活動および学外の方と協力して取り組
むことが出来る機会と環境をいただきました、京都大学大学院博士課程教育リ
ーディングプログラム「デザイン学」のプログラムコーディネータの石田先生
をはじめとするプログラムに関わる多くの方々にお礼申し上げます。その中で
も特に寺川・岸本・筆者の3人がこのようにして集まって活動するきっかけを与
えてくださった授業、FBL/PBL「ロボットと社会のデザイン」の実施責任者の
松野先生には深く御礼申し上げます。あの授業が無ければ本論考のような活動
は生まれなかったと思っております。本当にありがとうございました。また、テ
ーマワークに際して貴重なお話や場をご提供いただきました安食盛夫さん、濱
田陽介さん、扇沢友樹さん、他ご協力いただきました皆さまに心より御礼申し
上げます。最後になりましたが、本活動を共に実施してくれた、岸本君、寺川
君、森田さんにはいろいろとお世話になりました。改めて感謝申し上げます。 
 
「デザイン学」への問い 
+ あなたにとって「きかいな住まい」とはどんなものですか？ 
+ 一研究室の枠を超えた「デザイン学」という環境が我々にもたらしてくれるも
のは何なのか？また何を実際にやっていくことが出来るのか？ 
